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長
年
の
想
い
が
結
実
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大津呂ダムは、佐分利川水系大津呂川の上流に、大津呂川総合開発事業の一環として整備が進められている多目的

ダムです。堤高40.6 メートル、総貯水容量485,000トン、有効貯水量430,000トンの重力式コンクリートダ

ムで、現在ほぼ本体工事が終わり、安全性を確認する試験湛水が始まっており、試験の結果、問題がなければ本年

６月に供用開始されます。

「
暴
れ
川
」

発生年
被　害　状　況

被害の原因
被害面積 浸水戸数 被害額（千円）

昭和 28 年 600ha 以上 不明 不明 台風 13 号

昭和 54 年 45ha ６戸 102,700 台風 16 号

昭和 57 年 33ha ２戸 80,600 台風 10 号

平成 10 年 4ha ー 400 台風 7号

待望の多目的ダムが試験湛水の段階に入りました。

生活環境課　☎77・１１１１

　

ダ
ム
に
水
を
供
給
す
る
大
津

呂
川
は
、
台
風
の
襲
来
と
と
も

に
し
ば
し
ば
洪
水
を
起
こ
し
、

周
辺
地
区
は
た
び
た
び
浸
水
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
場
に
お
い
て
は
水

不
足
に
見
舞
わ
れ
、
川
の
水
は

干
上
が
り
、
か
ん
が
い
用
水
な

ど
の
確
保
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

ひ
ど
い
年
に
は
流
域
内
の
田
畑

の
被
害
面
積
は
全
農
地
の
約

70
％
に
達
し
、
地
元
の
方
に
は

「
暴
れ
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
流

域
の
方
々
が
安
全
安
心
に
住
む

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た

町
の
開
発
に
伴
い
、
水
需
要
の

増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
あ

ら
た
な
水
道
水
源
の
確
保
も
必

要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
津
呂
ダ
ム
の
役
割
は
大
き

く
分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。

１
．
洪
水
調
節

30
年
に
一
度
発
生
す
る
規
模
の

ダ
ム
の
役
割

川と暮らしを守るダム川と暮らしを守るダム

洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
、
大

津
呂
川
沿
川
地
域
の
洪
水
被
害

の
低
減
を
図
り
ま
す
。

２
．
河
川
環
境
の
保
全

か
ん
が
い
用
水
等
の
安
定
化
と
、

河
川
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

３
．
水
道
用
水
の
確
保

　

大
津
呂
川
は
、
耕
地
等
の
か
ん

が
い
用
水
、
お
よ
び
水
道
水
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

夏
期
に
お
い
て
し
ば
し
ば
深
刻
な

水
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

発生年 被　害　状　況

昭和 48 年 地下水を汲み上げて対処するものの甚大な被害が発生

昭和 53 年 一部の水田が枯死状態。枯死寸前の水田が佐分利川流域に広がる。

平成 6年 大津呂川流域内で被害面積は全農地の 70％（27.9ha）

平成 8年 大津呂川流域内で被害面積は全農地の 59％（23.2ha）

■大津呂川における過去の主な洪水被害

■大津呂川における過去の主な渇水被害
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S 63.3.　   県に大津呂ダム建設に

　　　　  ついて要請

　  10.   　建設省土木研究所､ 現

　　　　  地調査を実施

H 元 . 4.　  小規模生活ダムとして

　　　　  建設事業に採択される

H 2.12.　  県､ 地質調査 ･ダム基

　　　　  本設計等を実施

H 6.10.　  県と建設省が工事用道

　　　　  路 ･ 付替道路等につい

　　　　  て協議を実施

　   12.　  野尻区 ･芝崎区 ･山田

　　　　  区 ･ 本郷区において､

　　　　  ダムの概要についての

　　　　  説明会を実施

H 9.11.　  ｢大津呂川総合開発事業

　　　　  大津呂ダム建設工事

　　　　  に関する協定書｣ 締結

H17. 3.　 水利権の許可が下りる

H20. 3.　  大津呂ダム建設工事

　　　　  ( ダム本体工事 ) 発注

         4.      大津呂ダム本体工事説明

　　　　 会（本郷地区、山田区、　

　　　　 野尻区、芝崎区）

 　　5.     大津呂ダム建設工事安全

　　　     祈願祭

H21.10.    大津呂ダム建設工事のコ

　　　　 ンクリート初打設式

H22. 5.     定礎式　　　　

H24. 1      試験湛水開始

H24. 6       供用開始予定

ダムの整備経過

この空き容量を利用し、
洪水調整を行います

かんがい用水や水道水に
使われる容量

し
た
。
待
ち
望
ん
で
い
た
治
水

対
策
が
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、

貴
重
な
水
道
水
源
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

洪水調節のしくみ

水の利用イメージ

さ
ら
に
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
な
ど

の
開
発
に
よ
り
、
近
年
水
需
要
が

増
大
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
が
完
成

す
る
と
か
ん
が
い
用
水
の
安
定
化

が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
水
道
用
水

と
し
て
、
日
量
１
、３
８
５
ト
ン

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
ム
に
は
普
段
水
を
貯
め
て
お

く
容
量
の
う
え
に
、
空
き
容
量
を

設
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
一
時
的

に
洪
水
を
貯
留
さ
せ
、
下
流
へ
一

気
に
洪
水
が
流
れ
る
の
を
防
ぎ
ま

洪
水
調
節
の
し
く
み

す
。
大
津
呂
川
（
山
田
川
合
流
前

地
点
に
お
い
て
）
で
安
全
に
流
れ

る
水
の
量
は
、
１
秒
あ
た
り
28
ト

ン
と
計
算
さ
れ
て
お
り
、
ダ
ム
で

一
時
的
に
洪
水
を
貯
留
で
き
る
量

は
１
秒
あ
た
り
20
ト
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
１
秒
あ

た
り
48
ト
ン
ま
で
の
洪
水
量
で
あ

れ
ば
安
全
に
水
は
流
れ
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
１
秒
あ
た
り
48
ト
ン
の

洪
水
量
が
大
津
呂
川
に
お
け
る
30

年
に
一
度
の
規
模
の
洪
水
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
昭
和
63
年
度
か
ら
本

格
的
な
調
査
・
計
画
に
取
り
か
か

り
、
平
成
元
年
に
、
当
時
の
建
設

省
か
ら
事
業
の
採
択
を
受
け
て
、

平
成
20
年
の
三
月
に
、
ダ
ム
本
体

工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
１
月
27
日
に
ほ
と
ん
ど
の
本

体
工
事
を
終
え
、
約
25
年
の
時
を

経
て
、
ダ
ム
の
安
全
を
確
認
す

る
試
験
湛
水
の
段
階
に
入
り
ま

供
用
開
始
ま
で
あ
と
少
し

試験湛水を開始提の写真
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地
域
の
手
で
農
地
・
農
業
用
水
や

　
　
　
　

地
域
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
は
、
農
地
や
水
路
、
自
然
や

景
観
な
ど
地
域
の
財
産
を
農
業
者
だ
け
で

な
く
地
域
全
体
で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
、
自
治
会
、
関
係
団

体
な
ど
が
幅
広
く
参
加
す
る
組
織
に
よ
り
行

わ
れ
る
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
、
施
設
の

長
寿
命
化
対
策
な
ど
の
地
域
共
同
で
の
活
動

に
対
し
て
、
国
や
県
、
町
が
支
援
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
農
地
・ 

水
保
全
管

理
支
払
交
付
金
」
で
す
。

　

農
地
・ 

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
に
つ
い

て
は
、平
成
19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、

一
次
対
策
が
平
成
23
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

現
在
、
町
に
は
13
活
動
組
織
が
あ
り
、
農

村
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
、
以
下
の
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
共
同
活
動
へ
の
支
援
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の

対
策
と
し
て
継
続
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
か
ら
の
事
業
採
択
を
希
望

さ
れ
る
活
動
組
織
は
、
役
場
地
籍
整
備
課

☎
77
・
１
１
１
１
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・農業者だけでなく、地域住民などが参加した活動組
織を組織すること
・活動計画を策定し、町と協定を締結すること

・活動計画に基づき、一定以上の活動を実施すること

・農業振興地域整備計画の農用地で、一定の面積以上

であること

（花壇の整備）（水路の泥上げ）

（農用地の草刈り等）（獣害防止柵の維持補修）

地目 支援交付金 負担割合

水田 4,400円 /10a 国：1/2

県：1/4

町：1/4

畑 2,800円 /10a

草地 400円 /10a

※ 既に町と協定を結んでいる活動組織で、５年を経過した活動組織
については、上記金額の７．５割となります。

【農地・水保全管理支払交付金の内容】

　

こ
れ
ま
で
、
農
家
の
人
た
ち
の
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
農

地
や
水
路
、
道
路
な
ど
の
資
源
が
維
持
管
理
さ
れ
、
農
村
の
豊
か
な
自
然
や
景

観
は
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
、
全
国
の
農
村
で
は
、
高
齢
化
や
農
家
以
外
の
世
帯
の
増
加
が

進
ん
で
お
り
、
草
刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
と
い
っ
た
作
業
が
重
労
働
で
、
し
か

も
少
人
数
で
負
担
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
農
地
や
水
路
、
道
路
な
ど

の
資
源
の
維
持
管
理
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

活動組織の例

事業採択要件

消防団

※農業者や関係団体などが連携して共同活動に取り組む

農業者 学校
ＰＴＡ

地域の各種団体水土里ネット
ＪＡ等 自治会



１．職員採用候補者試験の実施状況

　町では、人事行政について、町民の皆さんにその運営の状況を明らかにしながら、更なる適正化を進めています。
先月号に引き続き、今月号では、平成22年度の町職員の採用や勤務状況等についてお知らせします。
※その他の詳細な項目については、町のホームページで公表しています。

２．職員の勤務時間等の状況

おおい町人事行政の運営等の状況を公表します

４．職員の福祉および利益の保護の状況

●試験日程等

種類 試験区分 公告日 申込受付期間
試験日

最終合格発表日
第１次試験 第２次試験

高
校
卒
業
程
度

事務
平成22年6月28日

平成22年7月26日

～8月16日
平成22年9月19日 平成22年11月7日 平成22年11月12日

看護師

●申込者数・受験者数・合格者数および競争倍率

種類 試験区分 採用予定数 申込者数
第１次試験 第２次試験

競争倍率
受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

高
校
卒
業
程
度

事務 若干名 24 23 7 7 5 4.6

看護師 1 0 ー ー ー ー ー

合計 ー 24 23 7 7 5 4.6

勤務時間 午前８時３０分から午後５時３０分まで

休憩時間 正午から午後１時まで

※懲戒処分とは、職務上の義務違反等公務員としてふさわしくな
い非行がある場合に行う処分のことをいいます。

●分限処分の状況
降任 免職 休職 降給 合計

0人 0人 1人 0人 1人

３．職員の分限処分および懲戒処分の状況

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要の
ある職員（保育園等）は、上記以外の勤務時間の割り振りとなり
ます。

※分限処分とは、公務の能率の維持およびその適正な運営の確保
の観点から、職員がその職責を十分に果たすことができない場合
に行う処分のことをいいます。

●懲戒処分の状況
戒告 減給 停職 免職 合計

0人 0人 0人 0人 0人

　職員が仕事中や通勤途中でけがをしたり、仕事が原因で病気になっ
たりしたときは、原則として公務災害として取り扱います。

町長部局 議会事務部局 教育委員会
事務部局 左記以外 合計

1件 0件 0件 0件 1件

●公務災害発生状況

　職員の福祉向上と互助共済を目的とした事業は、主に職員による
互助組織である「おおい町職員会」が実施しています。
名称 おおい町職員会

組合員数 197人（平成22年4月1日現在）
町補助金 1,500,000円

主な事業
事業区分 事業内容 参加人数
福利厚生 交流事業・ボウリング大会など 116人
その他 交通安全講習会など 75人

●おおい町職員組合事業の実施状況

　職員の健康の保持増進を目的とした各種健康診断等の厚生事業は、
労働安全衛生法等に基づき実施しています。

健康診断・検診名 受診者数 決算額

定期健康診断 166人
1,768,585円

人間ドック 43人

●職員の健康管理の状況

総務課　☎77・1111

5
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名田庄診療所長　中村伸一

　

１
月
18
日
午
後
か
ら
20
日
早
朝

ま
で
、
被
災
地
支
援
第
二
弾
と
し

て
、
気
仙
沼
市
立
本
吉
病
院
の
支

援
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
元
々
、
38
床
の
病
院
を

二
人
の
常
勤
医
師
で
運
営
し
て
い

ま
し
た
。
院
長
含
め
二
人
の
医
師

は
厳
し
い
環
境
の
中
、
ギ
リ
ギ
リ

の
状
況
で
働
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
３
月
11
日
に
起

き
た
の
が
、
大
震
災
と
そ
れ
に
伴

う
津
波
で
し
た
。

　

被
災
後
一
週
間
、
二
人
の
医
師

は
死
に
物
狂
い
で
働
い
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
つ
い
に
プ
ツ
リ
と
糸

が
切
れ
た
よ
う
に
二
人
そ
ろ
っ
て

辞
表
を
提
出
し
、
居
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
危
機
的

な
状
況
で
も
、
佐
々
木
美
知
子
看

護
師
長
（
44
歳
）
を
は
じ
め
と
す

る
病
院
ス
タ
ッ
フ
は
誰
も
辞
職
せ

ず
、
病
院
に
残
っ
た
の
で
す
。

　

医
師
不
在
の
病
院
と
し
て

ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
、
有
名
に

な
っ
た
こ
の
病
院
に
は
、
全
国
各

地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医
師
が

次
々
と
訪
れ
、
入
院
患
者
は
と
ら

な
く
な
っ
た
も
の
の
、
外
来
診
療

と
訪
問
診
療
は
何
と
か
つ
な
い
で

き
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
５
時
49
分
の
福
井

発
し
ら
さ
ぎ
に
乗
り
、
米
原
、

東
京
で
乗
り
換
え
て
、
東
北

新
幹
線
の
く
り
こ
ま
高
原
駅

に
着
い
た
の
は
、
12
時
４
分
で
し

た
。
本
吉
病
院
が
手
配
し
た
車
に

乗
り
、
13
時
ち
ょ
う
ど
に
病
院
に

到
着
し
ま
し
た
。

　

意
外
だ
っ
た
の
は
、
被
災
し
た

こ
の
病
院
か
ら
海
が
見
え
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
津
波
の
被
害
に
遭
っ

た
の
だ
か
ら
、
海
の
近
く
だ
と
勝

手
に
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
後

で
知
っ
た
の
で
す
が
、
津
波
が
川

を
伝
っ
て
流
れ
て
き
て
、
こ
の
病

院
の
１
階
の
１
６
０
c
m
ま
で
飲

み
込
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

到
着
し
て
す
ぐ
に
、
訪
問
診
療

に
出
る
直
前
の
川
島
実
院
長
（
37

歳
）
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
し

た
。
彼
は
昨
年
10
月
１
日
に
院
長

と
し
て
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
で

す
。
い
ま
だ
に
常
勤
医
師
は
院
長

一
人
で
す
。
彼
は
京
都
大
学
医
学

部
の
卒
業
で
、
こ
の
と
き
は
ほ
ん

の
立
ち
話
で
し
た
が
、
鯖
街
道
や

周
山
街
道
の
話
で
盛
り
上
が
り
、

美
山
や
名
田
庄
や
小
浜
の
話
題
も

出
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
後
で
知
っ
た
こ
と
で
す

が
、
彼
は
元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で

す
。
京
都
大
学
医
学
部
在
学
中
に

ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
、
卒
業
し
て

医
師
免
許
取
得
後
に
プ
ロ
ボ
ク

サ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
。
医
師
と

し
て
働
き
始
め
た
の
は
、
29
歳
で

ボ
ク
シ
ン
グ
を
引
退
し
た
後
の
こ

と
な
ん
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
三

回
戦
ボ
ー
イ
で
終
わ
っ
た
よ
う
な

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
０
０
０
年
に
は
、
ウ
ェ
ル
タ
ー

級
の
西
日
本
新
人
王
に
も
輝
い
た

実
績
の
あ
る
人
で
す
か
ら
、
本
格

派
で
す
。
個
性
的
で
し
ょ
！

　

彼
は
当
時
、
左
肘
を
固
定
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
と
い
う

と
、
実
は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
二
階
か

ら
落
ち
て
骨
折
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
も
、
手
術
後
に
骨
髄
炎
を
来

し
た
た
め
、
再
手
術
を
し
た
後
で

し
た
。
何
と
い
う
人
で
し
ょ
う
か
。

個
性
的
す
ぎ
る
で
し
ょ
！
！

（
次
号
に
つ
づ
く
）

被
災
地
支
援 

そ
の
５

 

〜
気
仙
沼
市
立
本
吉
病
院
・
第
一
報
〜

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み　
　

☎
77
・
３
１
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

「
彩
色
ケ
ア
」

「
彩
色
ケ
ア
」

ご
家
庭
で
不
要
な「
綿
素
材
の
古
布
」な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ご
寄
付
下
さ
い
。

 

こ
ち
ら

　

     
     

介
護
老
人
保
健
施
設　

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み

な
ご
み

　

老
健
な
ご
み
で
は
、
数
年
前
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
に
「
彩
色
ケ

ア
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
色

を
彩
る
こ
と
、
日
常
の
中
の
彩
ら

れ
た
色
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
生

活
に
潤
い
や
こ
だ
わ
り
が
増
え
て

き
ま
す
。
さ
ら
に
普
段
の
生
活
の

中
で
色
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
認

知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ご
み
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
今
年

の
正
月
行
事
と
し
て
、
数
名
の
職

員
が
着
物
を
着
用
し
て
「
お
茶

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
姿
と
は
違
う
職
員
を
見

て
、利
用
者
の
皆
さ
ん
は
喜
ば
れ
、

色
と
り
ど
り
の
は
な
や
か
な
着
物

姿
を
見
て
昔
を
懐
か
し
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
週
に
一
度
「
カ
ジ
ュ
ア

ル
デ
イ
」
と
称
し
て
、
普
段
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
と
は
異
な
る
カ
ラ
フ
ル

な
私
服
を
職
員
が
着
用
し
、
色
へ

の
意
識
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、日
常
生
活
の
中
で
、

季
節
に
合
わ
せ
た
カ
ラ
フ
ル
な
服

を
選
ん
だ
り
し
て
、
少
し
色
を
意

識
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

《
老
人
保
健
施
設
か
ら
の
お
願
い
》
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センター通信通信

　町内に居住されている 60 歳以上のひとり暮らしまたは夫婦のみの世帯で、家族によ
る援助を受けることが困難で、高齢などのため独立して生活することに不安のある方
に、一定期間住居を提供します。場所は、あっとほ～むいきいき館（名田庄下 6-1）に
併設されています。

あっとほ～むいきいき館内
  『高齢者生活支援ハウス』

・食事については、原則自炊となりますが、希
望に応じて、有料で食事を提供します。
・生活支援ハウスの運営は社会福祉協議会に委
託しています。日中は生活援助員が、夜間は
宿直員が入居者に必要なお世話をします。

◆対象者

・町内に居住する 60 歳以上のひとり暮らし、
または夫婦のみの世帯で、家族による援助を
受けることが困難で、高齢などのため独立し
て生活することに不安のある方等。

高齢者生活支援ハウスって？

◆利用料

◆設備について

◆その他

・利用者負担金
　　収入に応じて月額 0円から 50,000 円
・光熱水費　　　
　　1人部屋 1室 200 円 / 日
　　2人部屋 1室 300 円 / 日

・各部屋にはトイレ、ミニキッチン、冷蔵庫、
電話、ナースコールを設置しています。
　また、施設内には共有のお風呂、洗濯場な
どがあります。

（あっとほ～むいきいき館の裏側にあります） 和　室 洋　室



重な文化財を後世に貴
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　地元消防団、地元区民合同で文化財防御訓練が行われました。

　この訓練は文化財防火活動の取り組みの一環であり、今年は

意足寺（万願寺区）で火災が発生したという想定の下、訓練が

行われました。訓練後、若狭消防組合大飯分署長から「文化財

防御の難しいところは、火災の場合、文化財が保管されている

建物を迅速に消火するとともに、文化財の損傷を最小限にする

方法を素早く選択、決定すること」と解説があり、区民の方は「今

日の経験を活かし、今後も万願寺区の貴重な文化財を守ってい

きたい」と応えました。　　　　　　　　（１月２８日　意足寺）

元を想う方々
第 23回関東名田庄会総会・懇親会地

　会員同士の親睦、並びに関東地区における町のＰＲを目的に

発足された名田庄会。関東、近畿、東海にそれぞれ支部があり、

会員数は約３４０人。この日開かれた関東名田庄会総会では、

はじめに町のおかれている状況が説明され、同会代表の森口

さんから「遠く離れているものの、関東の土地から常にふる

さとのことを思っています。おおい町が益々ご発展されるこ

とを祈っています」と応援のメッセージをいただきました。

　　　　　　　　　　　　　（1月２１日　東京都　台東区）

「
雪
で
遊
ぼ
う
！
」

（
こ
ど
も
家
族
館
２
月
月
間
イ
ベ
ン
ト
）

文化財防御訓練

「
第
６
回
町
民
綱
引
大
会
」

（
２
月
12
日　

　

総
合
運
動
公
園
・
体
育
館
）

「
お
お
い
消
防
団
第
６
分
団
第
１
部

　

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
伝
達
式
」

（
１
月
30
日　

名
田
庄
分
署
）

「
茶
道
教
室
」

（
２
月
１
日
・
３
日　

　

は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー
）



999

　名田庄地域にゆかりのある国際的ピアニストの今川裕

代さんのご厚意により、名田庄小・中学校生を対象にピ

アノコンサートが開かれました。開演まで待ち切れず、

ざわついていた子どもたちも演奏が始まると美しい音色

にすっかり聴き入っていました。コンサートでは「エリー

ゼのために」など５曲が演奏され、自身もピアノを習っ

ているという女の子は「曲への入り込みがすごかった」

とあこがれの眼差しを向けていました。

　演奏終了後、今川さんは子どもたちに「好きな事を見

つけたら、とことんやり抜いてほしい。辛い事もあるけ

ど、日々努力して克服できると喜びを感じるし、もっと

好きになることができる。自分を信じてください」と温

かいメッセージを贈っていました。　　

　　　　　　　　（１月１９日　里山文化交流センター）

り広げられる熱戦
第１回福井テレビ杯レスリング選手権大会繰

のこもった伴奏に感動
小・中学生のための今川裕代ピアノコンサート心

　６年後の福井国体代表を目指す若手選手を育てようと「福

井テレビ杯 第１回県レスリング選手権」が、おおい町で開

かれ、幼児から高校生まで１１０人の選手たちが参加しま

した。

　　　　　　この大会は、平成３０年に開かれる福井国体

　　　　　に向けた選手強化を目的に初めて開かれ、この

　　　　　会場は福井国体本番でもレスリング会場となる

　　　　　予定です。

　　　　　　開会式では、県レスリング協会会長が、「この

中から、福井国体で優勝する選手が出るよう頑張ってくだ

さい」と選手たちを激励し、参加した選手たちはそれに応

えるように熱戦を繰り広げました。

　　　　　　　　　　（２月１１日　総合運動公園・体育館）
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 おはなし会「おひざでだっこ」

　おひざでだっこは 0～ 3歳児とその保
護者を対象としたおはなし会で、手あそ
びやわらべうた、絵本の読み聞かせで楽
しいひとときを過ごしてもらおうと名田
庄図書館で１月から始まりました。
　第１回は１７名の参加者があり、お母
さんに抱っこされて夢中で唄を聞いてい

る子や紙芝居によちよち近づいていく子
など赤ちゃんの様子は様々ですが、みん
なおはなしに興味津々でした。
　毎月第 3木曜日の 10 時 30 分から開
催しています。気軽に遊びにきてくださ
い。

読書会
18日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　一般

ブックスタート
8日（木）
13:00 ～ 14:30
場所　保健センターなごみ
演じ手　図書館ボランティア

ブランケットファミリー
4日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　おはなしと工作など

読書会
「源氏物語を読む会」
8日（木）
13:30 ～ 15:00

布絵本の会
12日（月）
9:30 ～ 11:30

えほん勉強会
18日（日）
9:30 ～ 11:30

押し花教室
14日（水）
13:30 ～ 16:00
講師　青鹿 幸代 氏
内容　春の花で花籠を作りま
　　　しょう

参加料　2,000 円（材料代）

布えほんサークル活動
18日（日）
13:00 ～ 14:30
対象　一般、ボランティア会員

( 里山文化交流センター ) ☎ 67-3250 ☎ 67-3703

☎ 77-2820

The ★文楽
18日（日）
13:30 ～ 映像紙芝居「八百屋お七 /吉三恋の道ゆき」
14:30 ～ 「文楽鑑賞教室」( 開場 14:00　開演 14:30)
15:30 ～ ヒナタカコ・ミニライブ
入場無料

おはなし会 おひざでだっこ
15日（木）
10:30 ～ 11:00
内容　０～ 3歳児とその
　　　保護者を対象にした
　　　おはなし会

音楽とお話を楽しむ会
27日（火）
11:00 ～ 11:30
対象　0歳～ 4歳までの
　　　乳幼児とその保護者
内容　読み聞かせ等
　　　英語のお話もありますよ!

なかよしらんど
23日（金）
11:30 ～ 17:00
内容　お菓子づくり
※申し込みが必要です

手作り紙芝居上演会
20日（火）
10:00 ～ 11:30
内容　手作り紙芝居コンクール
         入賞作品の上演

子ども映画会
25日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　「おまえうまそうだな」

子ども映画会
25日（日）
13:30 ～ 15:30
内容　「ダンボ」

臨時休館
6日（火）7日（水）
蔵書点検のため休館いたします
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3月

 寒さに負けない！

英会話教室
◆一般コース　　　　    ◆幼児コース             ◆児童コース

6日 ,13日（火）　     6 日（火）　          13 日（火）
20:30 ～ 21:30             19:30 ～ 20:15         19:30 ～ 20:15 

講師：ローラ・アレン 氏 , センテノ・レベッカ 氏

　１月２８日、今庄３６５スキー場にて、
ウインタースポーツ教室を開催しました。
大人、子ども合わせて２５人の参加があ
り、みんなでバスに乗ってスキー場へ。
天候が心配でしたが、現地は晴れ渡り絶
好のスキー日和となりました。
 教室は３、４人ずつの班に分かれそれぞ

れ講師がついて指導してくれました。お
かげで初めての子もしっかりと基礎を習
得。ほとんどの子がその日のうちにリフ
トに乗ってコースを滑れるようになりま
した。風を切って滑るスキーの魅力にみ
んな夢中になり、帰る時間になってもま
だまだ滑り足りない様子でした。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯
（総合町民センター）  ☎ 77-1150

（はまかぜ交流センター） ☎ 77-3011

（ふるさと交流センター） ☎ 78-1211

第10回やさしい歴史教室
24日（土）
14:00 ～
講師　暦会館　藤田館長

※すべての教室に申し込みが必要です

暦会館・佐分利公民館連携講座
第 10回暦教室
17日（土）
14:00 ～
講師　暦会館　藤田館長

健康舞踊教室
7日 ,21 日（水）
13:30 ～ 15:30
講師　御幸 遊芳 氏・遊花 氏
内容　演歌やポップスに合わ
　　　せ踊りを楽しみながら
　　　健康づくりをします

いきいき教室
防犯教室
8日（木）
14:00 ～
講師　小浜警察署
　　　生活安全係長

時局講演会
17日（土）
10:30 ～ 12:00
講師　坪川 常春 氏
内容　「日本の進路」

うみりんカップ　バドミントン大会
4日（日）8:45 ～開会式
場所　総合運動公園体育館
対象　町民一般

愛護センター
大飯支部巡回指導
15日（木）,30 日（金）
17:00 ～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

絵手紙教室
10日 ,24 日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺 淳 氏

歴史教室（宝尾山見学）
20日（火）
9:00 ～
講師　前県立歴史博物館長
         仁科 章 氏
場所　川上公民館 (9:00) 集合
※天候不良により中止になる
　場合があります。

チャレンジランキング 2012
3 日（土）9:30 ～ 11:30
場所　ふれあいぬくもりセンター
対象　町内在住の保育園児・幼稚園児・小学校児童・保護者
参加料　100円（保険代）
申込　生涯学習課

町民教養講演会

17日（土）14:00 ～ 15:30
場所　悠久館  　入場無料

こころ元気に生きる ～人生って気持ち次第～

講師  鎌田 敏 氏
こころ元気配達人として講演活動を始め、行政、
ＰＴＡ、企業など多方面から講演・研修依頼を
受け活躍している。「楽しく、わかりやすく、
ためになる！」をモットーに、９０分も“アッ”
という間の元気講演をお届けします。

◆講師プロフィール
　昭和８年福井市生れ。早稲田大学卒業。
　福井新聞編集部長、編集局次長、論説委員、
　常務取締役編集局長等を歴任。その後、
　福井県情報開発研究所所長を経て、フリー
　ジャーナリスト・評論家として活躍中。

問い合わせ　生涯学習課
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お
知
ら
せ
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 3 件
死者 0 人
傷者 3 人
物損 12 件

町 （平成24年 1月 31日現在）

人権相談人権相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会
＆

悩
み
事
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
589日

求
職
者
出
前
相
談
会
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

電
子
情
報
課　

☎
77
・
９
０
３
０

有
料
放
送
番
組
の

　
　
　
　

内
容
が
か
わ
り
ま
す

　　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
額

な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額

適
用
認
定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提

示
す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と

ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
た
と
き
、
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が

自
己
負
担
限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合

で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
い

た
だ
き
、
後
で
医
療
保
険
者
か
ら
高
額

療
養
費
と
し
て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
に
限
度
額
適
用
認
定

証
等
を
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え

る
分
を
支
払
う
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問
看
護
事

業
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
等
は
、
加
入
す

る
医
療
保
険
者
に
事
前
に
申
請
し
、
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請

方
法
、
自
己
負
担
限
度
額
等
、
詳
し
く

は
下
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
額
な
外
来
診
療
を

　
　
　
　

受
け
る
皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
↓

な
ご
み
保
健
課　

☎
77
・
１
１
５
５

被
用
者
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組

合
、
共
済
組
合
等
）
の
被
保
険
者
↓　

お
勤
め
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り
講
座
の

　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

な
ご
み
保
健
課　

☎
77
・
１
１
５
５

保
健
福
祉
室　
　

☎
67
・
２
０
０
０

　　

有
線
放
送
の
Ｃ
Ｓ
有
料
テ
レ
ビ
放
送

セ
ッ
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
デ
ジ
タ
ル
２
」

が
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
か
わ
り

ま
す
。

【
変
更
内
容
】

◇
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ネ
ル
…

　

番
組
終
了
の
た
め
放
送
終
了

◇
フ
ジ
テ
レ
ビ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
…

　

個
別
番
組
か
ら
デ
ジ
タ
ル
２
へ
移
行

◇
フ
ジ
テ
レ
ビ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
…

　

個
別
番
組
か
ら
デ
ジ
タ
ル
２
へ
移
行

※
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
34
ｃ
ｈ
か
ら
35
ｃ

ｈ
に
増
え
ま
す
が
視
聴
料
金
（
月
額
：

１
，８
９
０
円
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

有
料
放
送
の
新
規
加
入
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
視
聴
方
法
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
機
会

に
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
内　

容
】

名
田
庄
診
療
所　

中
村
先
生
の
健
康
講
話

ア
ク
ア
マ
リ
ン　

三
木
先
生
の
「
春
に
役

立
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座
」

【
日
時
・
場
所
】

（
大
飯
地
域
）　

３
月
17
日
㈯　

13
時
30
分
〜
16
時

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ご
み

（
名
田
庄
地
域
）　

３
月
18
日
㈰　

13
時
30
分
〜
16
時

あ
っ
と
ほ
〜
む
い
き
い
き
館　

申
込
み
締
切　

３
月
９
日
㈮

・
離
職
に
よ
り
収
入
が
な
く
な
り
当
面

の
生
活
資
金
に
不
安
の
あ
る
方

・
雇
用
保
険
が
切
れ
、
就
職
活
動
が
続

け
ら
れ
な
い
方

・
職
業
訓
練
を
受
け
た
い
が
、
そ
の
間

福
井
県
求
職
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
・
30
・
０
４
５
１

の
生
活
資
金
に
不
安
の
あ
る
方

・
就
職
活
動
を
し
た
い
が
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
方

・
離
職
に
よ
り
会
社
の
寮
を
出
な
け
れ
ば

な
ら
ず
今
後
の
住
居
に
不
安
の
あ
る
方

な
ど
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
県
の
求
職
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
お
話
を
う

か
が
い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
場
所
】

１
．
３
月
５
日
㈪　

13
時
〜
16
時

　
　

里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

２
．
３
月
６
日
㈫　

13
時
〜
16
時

　
　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

　

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
会
＆
悩
み
ご
と
相
談
会

が
開
か
れ
ま
す
。

と　

き　

３
月
20
日
㈫

と
こ
ろ　

小
浜
市
南
川
町
６
ー
11

　
　
　
　

若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー

【
内　

容
》

１
．
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

（
13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
）

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
自
殺　

東
尋
坊
の
命
の
灯

台
〝
茂
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

心
に
響
く
文
集

編
集
局　

茂　

幸
雄
氏

「
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
！　

〜
遺
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

講
師
：
自
死
遺
族
ア
ル
メ
リ
ア
の
会
会

長　

梅
林　

厚
子
氏

２
．
５
職
種
に
よ
る
悩
み
ご
と
相
談
会

（
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で
）

・
弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務
整
理
等
法

的
ト
ラ
ブ
ル

・
精
神
科
医
に
よ
る
心
の
病
気
相
談

・
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

・
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
に

よ
る
障
害
や
介
護
に
つ
い
て
の
相
談

・
女
性
相
談
員
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
被
害
に
つ

い
て
の
相
談

※
料
金
は
無
料
で
す
が
、
２
に
つ
い
て

は
予
約
の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
☎
52
・
１
３
０
０
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
内
実
も
非
常
に
好
調

で
思
い
の
ま
ま
と
も
言
え
そ
う
。

着
実
に
誠
意
を
持
っ
て
事
に
当

た
る
こ
と
。
た
だ
好
機
を
逃
さ

ぬ
よ
う
万
全
の
対
策
が
必
要
。

し
か
し
大
望
は
禁
物
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
平
常
で
あ
り
、
今
日

ま
で
の
地
道
な
行
動
が
評
価
さ

れ
る
と
き
。
こ
の
ま
ま
慎
重
な

努
力
が
こ
れ
か
ら
の
成
果
に
も

繋
が
る
。
身
体
上
で
の
十
分
な

配
慮
も
肝
要
と
な
る
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
旺
盛
と
な
り
前
途
も

明
る
い
。
八
方
に
手
を
広
げ
行
動

を
起
こ
し
た
く
な
る
が
今
は
無

理
。
時
期
を
待
っ
て
解
決
に
あ
た

る
こ
と
が
肝
要
。
心
身
共
に
十
分

な
注
意
が
必
要
。

3月の運気
   （3月 5日～ 4月   （3月 5日～ 4月 33日まで）日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
中
運
。
吉
凶
共
に
相

反
し
て
い
る
。
か
か
る
と
き
は

自
身
の
体
調
に
も
行
動
が
左
右

さ
れ
や
す
い
ゆ
え
、
あ
ま
り
重

大
な
事
に
は
取
り
組
ま
ぬ
こ
と

が
賢
明
。
健
康
面
で
も
要
注
意
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
頗
る
旺
盛
と
な
り
万

事
が
好
結
果
に
結
び
つ
く
。
し

か
し
、
他
人
事
に
深
入
り
す
れ

ば
思
い
が
け
ぬ
悪
影
響
が
待
つ
。

慎
重
に
行
動
し
争
論
を
起
こ
さ

ず
和
の
輪
を
広
げ
た
い
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
前
半
に
暗
雲
低
迷
状

態
と
も
な
る
が
後
半
は
晴
れ
前

途
も
輝
く
。
焦
ら
ず
好
機
を
待

ち
丁
寧
に
行
動
を
す
れ
ば
成
果

は
良
好
。
移
り
気
を
起
こ
せ
ば

効
果
は
減
る
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
一
転
し
て
暗
雲
の
闇

に
覆
わ
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

今
は
一
度
立
ち
止
ま
り
好
機
を

待
つ
の
が
順
当
な
方
策
。
無
理

を
通
す
と
損
害
が
広
ま
る
。
軽

挙
妄
動
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
上
昇
し
安
定
し
て
く

る
。
か
ね
て
か
ら
の
計
画
は
躊

躇
な
く
進
め
て
よ
し
。
し
か
し

分
外
の
望
み
は
か
え
っ
て
損
失

に
傾
く
恐
れ
あ
り
。
新
規
の
事

も
大
い
に
希
望
が
も
て
る
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
未
だ
本
格
的
に
は
回

復
し
て
い
な
い
。
し
か
し
小
事
は

慎
重
に
進
め
ば
目
的
に
近
づ
く
。

大
事
は
他
人
の
意
見
も
尊
重
し

進
む
こ
と
が
肝
要
。
油
断
は
思
わ

ぬ
損
失
を
招
く
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　
明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　
明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　
明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　
大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　
大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　
大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星　
大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　
明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　
明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

医  療  機  関 電 話 番 号
3/1 3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7
（木） （金） （土） （日） （月） （火） （水）

いちせクリニック 53-2415
○

●
○

● ● ●
※午前のみ ○

杉田玄白記念
公立小浜病院

52-0990
※午後のみ

○

中山クリニック 56-5588
○

○
○

○ ○ ○
※午前のみ ○

なごみ診療所
77-2753 ○ ○

○ 9:00 ～ 12:00

○ ○ ○
※午前のみ 13:00～ 17:00

●：午後８時頃まで延長して実施○：通常の診療時間内に実施

＊２日前までに要予約

なごみ保健課　☎77・1155
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大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,638.8億kwh 5,778日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 24年 1月末日現在の数値です。

　 　            原子炉起動時期未定

  　　           原子炉起動時期未定

  　　　　　  原子炉起動時期未定

2月 3月

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

平成24年

第 24回定期検査中

【空冷式非常用発電装置の接続・起動訓練】

　これまでの訓練実施状況　＜1月末＞
　　平日訓練　　　　　２４回
　　夜間訓練　　　　　　１回
　　休日訓練　　　　　　６回

　【消防ポンプ設置・ホース敷設訓練】

　これまでの訓練実施状況　＜1月末＞
　　蒸気発生器への給水訓練　　　　２６回
　　使用済燃料プールへの給水訓練　２１回
　　冷温停止移行に向けた訓練　　　１７回 

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）の視察
平成 24年 1月 26日　

原子力安全・保安院の視察
平成 23年 12月 26日　

　大飯発電所では、これまで、福島第一原子力発電所事故を踏まえ、電源確保対策とし
て配備した空冷式非常用発電装置の起動・接続訓練、水源確保対策として配備した消防
ポンプ等の設置・敷設訓練を実施しております。
　訓練状況について、原子力安全・保安院、また国際原子力機関（ＩＡＥＡ）に確認い
ただきました。
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な ご み

いきいき
   3月

まちの人口
平成24年 2月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■

　 9 日㈮

　 8 日㈭

■ 16日㈮

■ 15日㈭

■ 13日㈫

■ 7日㈬

■ 23日㈮

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,833　　　　　（－９）

   男　　　　　　4,302　　　　　（－３）

   女　　　　　   4,531　　　　　（－６）

世帯数　　　　　3,178　　　　　（－８）

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 24年 1月 14 日から
 　  平成 24 年 2 月 10 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

木村　 日
ひなた

陽　　  男　　 匡克・理絵子　 父子

アレン・シャーレット・ミア　　  女　　 

　　マッケンジー・ジョナサン・アンドリュー

　　アレン・ローラ・エリザベス 　　    岡田

一井　 雪
ゆきの

乃　　  女　 　昭彦・真紀　 　１５区

金森　 昴
すばる

　　 　 男　 　陽彦・けいこ　 １５区

田中　 心
み ゆ

結　  　女　　 建治郎・美保　 １５区

立山　 華
かりん

鈴　　  女　　 光春・知子　 　青戸

立山　 結
ゆずき

葵　　  女　　 光春・知子　 　青戸

山本　 優
ゆうと

音　　  男　　 将史・千恵　 　笹谷

田中　 海
かいき

輝　　  男　　 良尚・晶子　 　脇今安

神田　力　　　　87歳　　  男　    １０の１区

浦松　嘉鶴博   　87 歳　　  男　    １の 2区

廣畑　定　　　　78歳　　  男　    名田庄堂本

寺田　義一　　　91歳　　  男　    仲の町

今本　かな子　　84歳　　  女　    ３区

小谷　利子　　　95歳　　  女　    尾内

堀口　榮三郎　　81歳　　  男　    万願寺

𠮷田　つね　　　96歳　　  女　    名田庄三重

山越　安三　　　82歳　　  男　    名田庄久坂

清水　幸市　　　82歳　　  男　    名田庄小倉畑

池田　一敏　　　64歳　　  男　    名田庄下

柿本　博　　　　70歳　　  男　    久保

塩野　谷之助　　87歳　　  男　    畑村　

中村　和夫　　　82歳　　  男　    長井

國久　ヤス　　　90歳　　  女　    父子

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■

2日㈮

■ 9日㈮

■ 毎週木曜日

■

7日㈬

12日㈪

■ 21日㈬

■納田終・井上・中地区 8日㈭ 16日㈮ 30日㈮

■坂本・西谷地区　　 9日㈮ 15日㈭ 27日㈫

■下久田・久坂・下地区 1日㈭ 6日㈫ 23日㈮ 29日㈭

■三重・小倉・美川地区 2日㈮ 13日㈫ 22日㈭

  4日（日）  なごみ診療所    11日（日）  常藤内科医院

18日（日）  高浜病院　　    20日（火）  堀口医院

25日（日）  高浜病院　　   
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
TEL 0770-77-1111　

FA
X
 0770-77-1289　

E-mail kikaku@
town.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
24
年
2
月
21
日
◆

広
報

▼
休
日
の
取
材
の
後
、
欲
張
っ
て

「
何
か
面
白
い
こ
と
や
っ
て
い
な
い

か
な
」
と
立
ち
寄
っ
た
こ
ど
も
家

族
館
▼
そ
の
日
は
日
曜
日
で
、
大

勢
の
人
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
ま

し
た
▼
月
間
イ
ベ
ン
ト
の
「
雪
で

遊
ぼ
う
！
」
と
い
う
企
画
や
も
の

づ
く
り
工
房
、
ク
ッ
キ
ン
グ
工
房
、

そ
し
て
大
好
評
の
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
。

同
じ
時
間
に
開
催
さ
れ
て
い
る
企

画
も
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
も
か
し

こ
も
大
賑
わ
い
で
し
た
▼
特
筆
す

べ
き
な
の
は
来
館
者
が
大
人
、
子

ど
も
を
問
わ
ず
笑
顔
で
一
杯
で
心

か
ら
満
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一

目
瞭
然
で
し
た
▼
驚
い
た
こ
と
に
、

こ
ど
も
家
族
館
職
員
の
話
に
よ
る

と
、
そ
れ
で
も
普
段
よ
り
少
な
め

と
の
こ
と
▼
帰
り
際
に
駐
車
場
に

止
ま
っ
て
い
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
見
る
と
、
京
都
や
神
戸
、

高
知
な
ん
て
い
う
の
も
あ
り
、
施

設
の
需
要
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た

▼
小
さ
な
お
子
様
の
い
ら
っ
し
ゃ

る
皆
さ
ま
、
子
育
て
に
疲
れ
た
ら
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

間
違
い
な
く
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま

す
▼
そ
う
い
え
ば
、
最
近
子
守
り

で
あ
ま
り
外
に
出
て
ま
せ
ん
。
今

度
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
か
せ
て
も

ら
い
ま
す
（
な
る
と
）

集
落
の
入
口
に

　
　
　

張
ら
れ
た
蛇
縄

              

　

大
島
地
区
の
各
集
落
で
は
、
正

月
に
「
は
な
ん
ど
う
」
と
い
う
行

事
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
に
勘か

ん
じ
ょ
う
い
た

請
板

の
仏
式
祈
願
祭
や
、
蛇
縄
を
編
ん

で
吊
し
た
り
す
る
行
事
が
含
ま
れ

ま
す
。
正
月
の
御
祈
念
に
つ
ら
な

る
行
事
で
、
集
落
内
の
安
全
と
災

厄
か
ら
守
ら
れ
る
た
め
の
行
事
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
・
後
氏　
（
高
浜
町
）　

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町大島（畑村区）

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お


